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No. 質問項目 回答 項目最大点数







































































































































































































図4に示した。朝食の主食（78.6% vs 92.9%、p ＜
　0.05）、主菜（28.6% vs 61.9%、p ＜0.01）、昼食の
主菜（52.4% vs 78.6%、p ＜0.05）、副菜（45.2% vs 
83.3%、p ＜0.001）、副副菜（33.3% vs 59.5%、p ＜





項目 n=42 n=42 p
年齢（歳） 47.1±7.5 47.8±7.5 p<0.001
身長（cm） 172.2±5.4 172.2±5.4 －
体重（kg） 77.1±11.2 75.9±11.1 p<0.05
BMI（kg/㎡） 26.0±3.5 25.6±3.5 p<0.05
腹囲（cm） 92.7±9.8 90.4±9.2 p<0.01
体脂肪率（%） 24.8±5.8 22.3±6.7 p<0.001






項目 n=42 n=42 p
握力平均（kg） 42.7±6.0 43.4±5.6 0.127
上体起こし（回） 17.1±5.1 19.7±6.8 p<0.001
長座体前屈（cm） 34.5±10.6 37.3±9.4 p<0.01
反復横跳び（回） 39.4±5.8 42.9±4.9 p<0.001
立ち幅跳び（cm） 168.3±26.2 177.0±27.8 p<0.001
エアロバイク（ml/kg/min）※1 25.0±3.8 27.2±4.7 p<0.001
下肢筋力：伸展（N） 652.8±146.7 682.6±186.5 0.107
下肢筋力：屈曲（N） 335.6±71.9 349.9±69.0 0.130






項目 n=41 n=41 p
実年齢（5歳区分） 45.1±7.6 45.8±7.3 p<0.05
体力年齢（5歳区分） 59.8±10.0 53.5±11.9 p<0.001















p ＜0.01）、昼食（2.2±1.4点 vs 3.2±1.2点、p ＜















































































Wilcoxonの符号付き順位検定、 vs 初回  *p<0.05  **p<0.01  ***p<0.001
各項目の最大点数 食行動：12点 食状況：15点 食意識：21点 合計：48点
図4．ランチョンマットと料理カードによる食事バランスの変化（n=42）
％表示（各種摂取人数／全体人数）
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図6．活動量計データにおける6ヵ月間の身体活動量の推移（n=35）
反復測定による分散分析、 vs 初回総歩数 *p<0.05  **p<0.01  ***p<0.001
 vs 初回アクティブ歩数 $ p<0.05  $$ p<0.01  $$$ p<0.001
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